
（単位：人）

既存施設
既存事業者

による
新規施設

計

1,250 1,226 ▲24 1,251 124 36 160 1,411 161 185

０歳 299 306 7 156 91 24 115 271 ▲28 ▲35

１・２歳 654 805 151 677 140 75 215 892 238 87

計 953 1,111 158 833 231 99 330 1,163 210 52

2,203 2,337 134 2,084 355 135 490 2,574 371 237

※１　平成28年３月１日時点の利用者数と待機児童数を合計した概算数値であるため、年度末の実際の数と若干の誤差が生じる可能性があります。
※２　平成28年４月～５月に既存事業者への意向調査を実施した結果を記載しています。

過不足数
（▲は不足分）

計画見込み数
(A)

(H31年度)

利用実績数
(B)

(H27年度　※１)

２号
（３～５歳）

３号

２・３号合計

利用見込数
確保予定数

（H28.4月意向調査時点　※２）

計画との
差

(B)－(A)

保育定員
（H28.4.1時点）

拡充予定数（H28～31年度）
確保予定数

(Ｃ)
(Ｈ31年度)

(C)－(A)
(対計画比)

(C)－(B)
(対実績比)

保育に係る利用数及び今後の確保予定数について 資料２

◇例年４月１日時点 0人（過去13年間）

◇平成27年10月１日 148人

（府内３番目（政令・中核市除く）、過去12年で最大）

◇平成28年４月１日 33人（平成14年度以来13年ぶり）

【参考値】

◇平成27年度末 242人 ※概算数値

過去最大の待機児童が発生している異例
の状況であるため、早急な待機児童解消

に向けた対策が求められる。

待機児童の現状


